
新課程における
カリキュラム編成の考え方

―　２０１３年度の全面実施に向けて　―

２０１２年度の数学・理科先行実施、１３年度の全面実施を前に、
各校で新課程に対応するカリキュラム編成の検討が進められている。

生徒の進路希望状況や学校を取り巻く環境によって、カリキュラム編成の考え方はどう異なるのか。
その課題と編成の方針、手順などを、秋田県立秋田北高校と神奈川県立住吉高校に聞いた。

学校の根幹を見つめ、今の指導を次代の指導へとつなぐ 新課程への助走

理数系科目の学力が伸び悩む
国語の学力が高く、他校に比べて授業時数が多かった

目標を難関国公立大合格に設定
理数系科目を充実させる

県内の進学校の現行課程カリキュラムを一覧化して、データに基づいた
目標を設定
理数系科目の充実に伴い、国語の単位数を標準単位にすると共に、選
択科目の見直しをする
他校の教務主任と連携し、課題を共有する

難関国公立大の合格実績を上げ、生徒・保護者の期待に応える
理数系科目の充実を学内外にアピールし、理系志望の入学生を増やす

●

●

●

●

●

●

●

●

●

秋田県立秋田北高校のカリキュラム編成

現　状

カリキュラム編成方針

カリキュラム編成上の
特徴

今後の課題と展望

大学進学率の増加に対応できていない
理系の生徒への負担が大きい

週当たりの授業時数を増やさず、生徒の進路を実現する
学校の一体感を保つために文理コース制は行わない

「新カリキュラム編成のガイドライン」を策定し、大枠と方向性を全教師で
確認した上で作成
２年生の選択科目を増やし、進路に応じた選択をさせる

１年生からの進路意識の醸成を目指し、３年間を見通した進路指導計
画を全教師で共有
「総合的な学習の時間」を担う調査研究グループと進路指導を担うキャ
リア活動支援グループの協働体制の構築

●

●
　

●

●
　

●

●
　

●

●

神奈川県立住吉高校のカリキュラム編成

現状

カリキュラム編成方針

カリキュラム編成上の
特徴

今後の課題と展望

　
数
学
・
理
科
の
先
行
実
施
を
次
年
度

に
控
え
、
各
校
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編

成
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
新
課
程
で

の
大
学
入
試
科
目
の
概
要
が
分
か
ら
な

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
高
校

が
、
ま
ず
自
校
の
Ｓ
Ｉ
を
再
定
義
し
、

課
題
を
洗
い
出
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

作
成
に
入
る
と
い
う
過
程
を
踏
ん
で
い

る
よ
う
だ
。
大
き
な
課
題
は
、
理
科
の

単
位
配
置
、
選
択
科
目
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
で
あ
る
。
実
態
を
把
握
し
、
生

徒
の
進
路
を
実
現
さ
せ
て
い
く
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
考
え
方
を
２
校
の
具

体
例
か
ら
検
討
し
た
い
。
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神
奈
川
県
立
住
吉
高
校
は
、
県
内
に

お
い
て
学
力
的
に
中
位
に
位
置
す
る
、

普
通
科
の
中
堅
校
だ
。
新
課
程
に
お
け

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
時
に
最
も
意
識

し
た
こ
と
は
、
生
徒
を
３
年
間
で
伸
ば

し
、
か
つ
一
般
受
験
の
増
加
な
ど
進
路

動
向
の
変
化
に
対
応
で
き
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
づ
く
り
で
あ
っ
た
。
同
校
で
は
、

こ
こ
数
年
で
大
学
進
学
希
望
者
が
急
増

し
た
た
め
、
そ
の
対
応
に
課
題
を
感
じ

て
い
た
。
学
校
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
、
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
担
う

「
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
木
下
礼
子

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
１
年
次
に
お
け
る
大
学
進
学
希
望

者
は
、
３
年
前
は
６
割
強
で
し
た
が
、

10
年
度
に
は
８
割
を
超
え
ま
し
た
。
生

徒
が
利
用
す
る
入
試
形
態
も
指
定
校
推

薦
入
試
中
心
か
ら
一
般
入
試
の
割
合
が

増
え
て
い
ま
し
た
」

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
で
課
題
と
な
っ

　
秋
田
県
立
秋
田
北
高
校
は
、
旧
制
高

等
女
学
校
を
前
身
と
す
る
進
学
校
だ
。

女
子
校
と
し
て
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
が
、
２
０
０
８
年
度
に
共
学
化
し
て

再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
指
導
上
の
課

題
は
、
理
数
系
科
目
の
学
力
の
伸
び
悩

み
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
数
学
と
理
科

の
充
実
を
掲
げ
る
新
課
程
を
契
機
に
、

自
校
の
課
題
克
服
を
目
指
し
て
い
る
。

　
同
校
は
国
語
な
ど
の
文
系
科
目
が
県

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
し
か

し
、
数
学
と
理
科
は
セ
ン
タ
ー
試
験
で

全
国
平
均
を
下
回
る
こ
と
も
珍
し
く
な

く
、
難
関
国
公
立
大
合
格
者
数
が
伸
び

悩
む
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
共

学
化
に
よ
り
男
子
生
徒
が
入
学
す
る
こ

と
は
、
全
体
的
な
学
力
の
底
上
げ
を
図

れ
る
契
機
に
な
る
と
捉
え
、
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
い
う
意
思
を
教
師
間
で
共
有

し
て
い
た
。

　
特
に
、
同
校
が
新
課
程
で
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
お
い
て
主
軸
の
一
つ

に
し
た
の
は
、
理
数
系
科
目
の
充
実

だ
。
数
学
と
理
科
の
単
位
数
を
増
や

し
、
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
難

＊プロフィールは取材時（2011年３月）のものです

自
校
の
Ｓ
Ｉ
を
固
め
、共
通
認
識
を
持
っ
て
か
ら
作
成

秋
田
県
立
秋
田
北
高
校

神
奈
川
県
立
住
吉
高
校

難
関
国
公
立
大
を
目
標
に
据
え

理
数
系
科
目
の
充
実
を
図
る

進
路
動
向
の
変
化
を
見
据
え

一
般
受
験
に
も
対
応
し
た
文
理
科
目
を
配
置

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

神
奈
川
県
立
住
吉
高
校

木
下
礼
子

K
in

o
sh

ita R
eik

o

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３

年
目
。
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
。
総
括

教
諭
。

理
数
系
科
目
の
伸
び
悩
み
を

打
破
す
る
契
機
と
捉
え
る

生
徒
の
志
望
の
変
化
に
対
応
し

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討

神
奈
川
県
立
住
吉
高
校

春
日
昭

K
asu

g
a A

k
ira

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２

年
目
。
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
◎
２
０
１
１
年
度
に
創
立
32
年
を
迎

え
る
。「
国
際
理
解
教
育｣

を
特
色
と
し
、「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
で
異
文
化
体
験
や
講
演
会
な
ど
に
取
り
組
む
。

形
態
◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
３
０
人

10
年
度
の
進
路
実
績
（
現
浪
計
）
◎
４
年
制
大
に
１
２
３

人
が
合
格
。
短
大
23
人
、
専
門
学
校
54
人
、
就
職
10
人
。

秋
田
県
立
秋
田
北
高
校

佐
々
木
英
憲

S
asak

i H
id

en
o

ri

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３

年
目
。
教
務
主
任
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
◎
旧
制
高
等
女
学
校
を
前
身
と
す
る

創
立
１
１
０
年
以
上
の
伝
統
校
。
２
０
０
８
年
度
に
共
学

化
し
た
が
、
現
在
も
生
徒
の
８
割
は
女
子
。

形
態
◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
４
０
人

10
年
度
入
試
の
実
績
（
現
役
の
み
）
◎
国
公
立
大
に
は

１
０
８
人
が
合
格
。
私
立
大
に
は
延
べ
１
７
３
人
が
合
格
。
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図 住吉高校「新カリキュラム編成のガイドライン」

新課程への助走

＊学校資料を基に編集部で作成

●週当たりの時間数
・50分×６時間×５日間　週30時間（LHR１時間を含む）
●必履修科目と選択科目の置き方
・「文系コース」「理系コース」といったコース制は行わず、選択科目で
対応する
・１年生では、芸術以外は共通履修としたい
・２、３年生の選択科目は、現状の見直しを含め検討する
●「総合的な学習の時間」の扱い
・３年間で３単位としたい
・各学年とも、毎週の時間割に組み込む
・１、２年生の継続履修の考え方も含め検討する

た
の
は
、
理
数
系
科
目
の
単
位
数
増
へ

の
対
応
だ
。
総
単
位
数
を
増
や
す
の

か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
道
を
探
る

の
か
。
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
の
春
日
昭

先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
学
力
保
障
の
た
め
に
７
時
間
目
を

設
け
た
り
、
土
曜
に
補
習
を
行
っ
た
り

し
て
対
応
す
る
学
校
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
本
校
の
現
状
で
は
授
業
時
数
を

増
や
し
て
も
生
徒
の
意
欲
は
な
か
な
か

持
続
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
校
の
一

体
感
を
保
ち
た
い
と
い
う
配
慮
か
ら
、

コ
ー
ス
制
（
文
理
選
択
）
に
は
し
な
い

方
針
で
す
。
新
課
程
で
も
、
こ
の
二
つ

は
堅
持
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
各
教
科
担
当
の
意
向
を
反
映
し
、
教

師
全
員
が
納
得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
編
成
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、

同
校
は
ま
ず
「
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
（
図
）。

週
当
た
り
の
授
業
時
数
は
現
行
課
程
と

同
じ
週
30
時
間
と
す
る
、
コ
ー
ス
分
け

は
行
わ
な
い
な
ど
の
基
本
方
針
を
学
校

全
体
で
確
認
・
共
有
し
た
。

　
理
系
の
生
徒
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

共
通
履
修
を
あ
る
程
度
減
ら
し
、
理
科

の
基
礎
科
目
は
１
年
生
で
２
科
目
、
２

年
生
で
１
科
目
を
置
き
、
２
年
生
で
は

更
に
理
科
の
選
択
科
目
を
置
く
予
定

だ
。
選
択
の
自
由
度
は
必
ず
し
も
高
く

な
く
、「
古
典
ま
た
は
数
学
Ｂ
」
と
い

う
よ
う
に
、
選
択
科
目
に
よ
っ
て
生
徒

の
進
路
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
な
形
に

し
て
い
る
。

　「
コ
ー
ス
に
分
属
す
る
こ
と
で
、
生

徒
の
意
識
に
壁
を
作
り
た
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
多
様
な
進
路
を
保
障
し
つ

関
国
公
立
大
を
目
標
と
す
る
生
徒
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ

る
。
現
在
、
男
子
生
徒
は
２
割
程
度
だ

が
、
今
後
、
進
路
実
績
を
上
げ
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
ま
た
市
内
他
校
の
学
級

数
減
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

同
校
へ
の
志
望
動
向
に
も
変
化
が
見
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
教
務
主
任
の
佐
々
木
英
憲
先
生
は
、

「
セ
ン
タ
ー
試
験
で
理
数
系
科
目
の
得

点
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
た
め
に
、
出

願
時
に
志
望
校
を
変
え
る
生
徒
が
毎
年

い
ま
す
。
３
年
間
の
教
育
課
程
を
目
標

に
合
わ
せ
て
組
み
、
き
ち
ん
と
学
力
保

障
を
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
新
課
程
は
学
校
を
軌
道
修
正
す
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　
新
課
程
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

原
案
を
職
員
会
議
に
諮
る
際
、
佐
々
木

先
生
が
議
論
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
た
の

は
客
観
的
な
デ
ー
タ
で
あ
っ
た
。
県
内

の
進
学
校
に
お
け
る
、
現
行
課
程
の
教

科
ご
と
の
単
位
数
を
一
覧
表
に
し
て
配

付
し
た
の
で
あ
る
。

　「
先
生
方
と
の
会
話
で
『
あ
の
学
校

の
数
学
の
学
力
が
高
い
の
は
○
単
位
あ

る
か
ら
だ
』
と
い
う
話
が
よ
く
出
ま

す
。し
か
し
、そ
う
し
た
情
報
は
イ
メ
ー

ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
実
際
に

は
違
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
曖
昧
な
情

報
に
よ
る
議
論
の
混
乱
を
避
け
る
た
め

に
は
、
事
実
に
基
づ
い
た
正
確
な
情
報

が
必
要
で
す
」（
佐
々
木
先
生
）

　
佐
々
木
先
生
が
ま
と
め
た
一
覧
表
に

よ
っ
て
、
同
校
は
現
行
課
程
の
１
年
生

で
『
国
語
総
合
』
を
５
単
位
確
保
し
て

お
り
、
他
校
に
比
べ
て
多
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
過
程
で
は
、

客
観
的
な
情
報
を
整
理
し
た
上
で
、
教

師
間
で
共
通
認
識
を
持
つ
た
め
に
、
学

校
目
標
の
見
直
し
や
再
確
認
を
含
め
て

活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。「
大
学
卒

業
時
の
就
職
率
を
考
え
れ
ば
、
地
方
国

公
立
大
よ
り
も
中
堅
以
上
の
首
都
圏
私

立
大
を
目
指
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
生

徒
や
保
護
者
の
志
望
の
大
半
は
国
公
立

大
で
あ
る
。「
志
望
を
実
現
さ
せ
る
学

力
を
付
け
さ
せ
る
の
が
高
校
の
使
命
」

と
教
師
間
で
目
線
を
合
わ
せ
、
５
教
科

７
科
目
へ
の
対
応
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

学
校
目
標
を
反
映
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り

全
教
師
で
基
本
方
針
を
確
認
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つ
学
校
の
一
体
感
を
保
つ
た
め
に
は
、

選
択
科
目
で
の
対
応
が
最
良
だ
と
考
え

ま
し
た
」（
春
日
先
生
）

　
２
年
生
に
選
択
科
目
を
設
け
、
進
路

実
現
に
必
要
な
科
目
を
選
択
さ
せ
る
以

上
、
１
年
生
の
段
階
で
志
望
に
応
じ
た

指
導
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。「
必

要
な
科
目
を
履
修
し
て
い
な
い
た
め

に
、
志
望
校
を
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
事
態
は
何
と
し
て
も
避
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
１
年
生
に
対
す

る
進
路
指
導
の
充
実
は
早
急
に
対
応
す

べ
き
課
題
で
す
」
と
木
下
先
生
は
強
調

す
る
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
特
定
期
間
に

集
中
し
て
配
置
し
て
い
た
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
を
毎
週
の
時
間
割
に
組

み
込
み
、
時
期
に
応
じ
た
進
路
学
習
を

体
系
的
に
行
う
こ
と
に
し
た
。
特
に
、

２
年
生
の
選
択
科
目
を
決
め
る
１
年
生

９
月
ま
で
に
、
大
学
卒
業
後
の
進
路
を

考
え
さ
せ
た
り
、
大
学
・
学
部
・
学
科

の
情
報
を
提
供
し
た
り
す
る
予
定
だ
。

　
課
題
は
３
年
間
を
見
通
し
た
進
路
指

導
の
在
り
方
を
、
学
年
ご
と
で
は
な
く

全
教
師
で
共
有
す
る
こ
と
だ
。
神
奈
川

県
で
は
こ
こ
数
年
、
新
任
教
師
の
大
量

採
用
が
続
い
て
い
る
。
県
の
慣
例
と
し

て
、
新
採
２
〜
３
年
目
の
教
師
が
１
年

生
の
担
任
を
受
け
持
つ
こ
と
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
校
内
研
修
を
強
化
し
て
若

手
教
師
の
進
路
指
導
力
向
上
を
図
る
と

共
に
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
や
進
路
指
導

部
（
同
校
で
は
キ
ャ
リ
ア
活
動
支
援
グ

ル
ー
プ
）
が
担
任
を
支
援
す
る
体
制
を

整
え
て
い
く
予
定
だ
。

　「
三
者
面
談
の
期
間
中
、
進
路
指
導

室
に
キ
ャ
リ
ア
活
動
支
援
グ
ル
ー
プ
の

教
師
が
常
駐
し
、
追
加
で
説
明
が
出
来

る
体
制
を
作
り
ま
す
。
丁
寧
な
対
応
で

保
護
者
に
安
心
・
納
得
し
て
い
た
だ

き
、
担
任
の
指
導
力
向
上
に
も
つ
な

げ
、
学
校
へ
の
信
頼
感
を
高
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」（
木
下
先
生
）

　
今
後
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
企
画
を
担
う
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
と

進
路
指
導
を
受
け
持
つ
キ
ャ
リ
ア
活
動

支
援
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
も
重
要
に
な

る
。

　
次
年
度
以
降
は
実
務
者
レ
ベ
ル
で
情

報
交
換
を
密
に
行
い
、
足
並
み
を
揃
え

て
い
く
方
針
だ
。

力
を
入
れ
る
べ
き
と
の
結
論
を
得
た
。

　
学
校
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
ず

は
国
語
を
標
準
並
の
単
位
数
と
し
た
。

強
み
で
あ
る
国
語
の
単
位
数
減
に
対
し

て
懸
念
の
声
も
上
が
っ
た
が
、
国
語
の

教
師
が
授
業
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と

で
、
今
の
学
力
を
担
保
で
き
る
と
い
う

結
論
に
達
し
た
。

　「
更
に
、
１
年
生
で
全
員
履
修
、
２
、

３
年
生
で
は
選
択
履
修
と
し
て
い
た

『
芸
術
』
と
『
家
庭
』
は
、『
総
合
的
な

学
習
の
時
間
』
や
課
題
研
究
の
中
で
、

そ
の
学
習
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
情

操
教
育
に
資
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考

え
ま
し
た
。
情
操
教
育
は
一
人
ひ
と
り

が
心
豊
か
な
人
生
を
送
る
上
で
大
変
重

要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
つ
つ

も
、
一
方
で
生
徒
の
進
路
志
望
を
出
来

る
だ
け
達
成
さ
せ
て
や
り
た
い
と
い
う

強
い
気
持
ち
が
あ
り
、
こ
の
時
間
も
主

と
し
て
理
数
系
教
科
・
科
目
に
充
て
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
」（
佐
々
木
先
生
）

　
も
う
一
つ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を

行
う
上
で
大
き
な
力
に
な
っ
た
の
は
、

他
校
と
の
連
携
だ
っ
た
。
県
内
６
校
の

教
務
主
任
が
自
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

原
案
を
持
ち
寄
っ
て
、
共
通
の
課
題
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
上
の
工
夫
に
つ
い

て
語
り
合
う
場
を
設
け
た
の
で
あ
る
。

　「
６
校
の
中
で
、
本
校
が
最
初
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
原
案
を
作
り
提
示
し
ま

し
た
。
他
校
の
先
生
か
ら
は
、『
も
っ

と
学
校
目
標
に
基
づ
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
』『
理
数
系

科
目
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

な
っ
て
い
な
い
』
な
ど
、
率
直
な
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
議
論

を
通
し
て
、
他
の
先
生
方
も
自
校
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
め
て

い
か
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

（
佐
々
木
先
生
）

　
現
在
、
６
校
共
に
12
・
13
年
度
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
具
体
案
が
完
成
し
、
実

施
に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
と
い
う
。

　
今
後
、
同
校
で
は
、
新
課
程
に
お
い

て
理
数
系
科
目
を
充
実
さ
せ
た
こ
と
を

学
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
予

定
だ
と
い
う
。
高
校
入
試
の
段
階
か
ら

理
系
を
志
望
す
る
生
徒
を
集
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
学
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て

い
く
考
え
だ
。

他
校
の
教
務
主
任
と
連
携
し

課
題
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

３
年
間
を
見
据
え
た

進
路
指
導
方
針
の
策
定
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